
　

目　
　

次

ペ
ー
ジ

 
規

則

〇
視
覚
障
害
者
情
報
セ
ン
タ
ー
条
例
施
行
規
則 

（
障
害
福
祉
課
）　

　

一

〇
温
泉
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

（
薬　

務　

課
）　

　

三

〇
港
湾
施
設
管
理
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

（
港　

湾　

課
）　

一
三

 
規

則

　

視
覚
障
害
者
情
報
セ
ン
タ
ー
条
例
施
行
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
二
十
年
七
月
三
十
一
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
規
則
第
七
十
八
号 

　
　
　

視
覚
障
害
者
情
報
セ
ン
タ
ー
条
例
施
行
規
則

　

（
趣
旨
）

第
一
条　

こ
の
規
則
は
、
視
覚
障
害
者
情
報
セ
ン
タ
ー
条
例
（
平
成
二
十
年
宮
城
県
条
例
第
四
十
七
号
。
以
下
「
条
例
」

と
い
う
。） 

の
施
行
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

　

（
利
用
）

第
二
条　

視
覚
障
害
者
情
報
セ
ン
タ
ー
（
以
下
「
情
報
セ
ン
タ
ー
」
と
い
う
。）
に
入
館
し
、
条
例
第
二
条
第
一
項
の

点
字
刊
行
物
等
（
以
下
単
に
「
点
字
刊
行
物
等
」
と
い
う
。）
を
利
用
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
備
付
け
の
図
書
目
録

に
よ
っ
て
、
点
字
刊
行
物
等
を
選
び
、
そ
の
利
用
に
つ
い
て
係
員
に
申
し
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２　

点
字
刊
行
物
等
は
、
係
員
の
指
示
に
従
い
、
所
定
の
場
所
で
利
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

（
返
却
）

第
三
条　

前
条
第
二
項
に
よ
る
利
用
を
終
了
し
た
者
は
、
利
用
し
た
点
字
刊
行
物
等
を
返
却
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

（
館
外
利
用
者
の
登
録
）

第
四
条　

情
報
セ
ン
タ
ー
以
外
の
場
所
（
以
下
「
館
外
」
と
い
う
。）
で
点
字
刊
行
物
等
を
利
用
し
よ
う
と
す
る
者
は
、

点
字
刊
行
物
等
館
外
利
用
者
名
簿
（
様
式
第
一
号
）
に
登
録
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２　

点
字
刊
行
物
等
館
外
利
用
者
名
簿
へ
の
登
録
は
、
申
請
に
よ
り
、
指
定
管
理
者
が
行
う
。

３　

前
項
の
申
請
は
、
郵
送
、
電
話
等
に
よ
り
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

４　

第
二
項
の
申
請
は
、
点
字
刊
行
物
等
館
外
利
用
者
名
簿
登
録
申
請
書
（
様
式
第
二
号
）
に
よ
り
行
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
た
だ
し
、
第
二
項
の
申
請
を
電
話
に
よ
り
行
う
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

　

（
登
録
事
項
変
更
の
届
出
）

第
五
条　

点
字
刊
行
物
等
館
外
利
用
者
名
簿
に
登
録
さ
れ
た
者
は
、そ
の
名
簿
の
記
載
事
項
に
変
更
が
あ
っ
た
と
き
は
、

速
や
か
に
そ
の
変
更
事
項
を
指
定
管
理
者
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

（
館
外
利
用
の
申
請
）

第
六
条　

点
字
刊
行
物
等
館
外
利
用
者
名
簿
に
登
録
さ
れ
た
者
が
点
字
刊
行
物
等
を
館
外
で
利
用
し
よ
う
と
す
る
と
き

は
、
別
に
定
め
る
方
法
に
よ
り
指
定
管
理
者
に
申
請
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２　

前
項
の
申
請
は
、
郵
送
、
電
話
等
に
よ
り
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

（
同
時
に
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
点
字
刊
行
物
等
の
数
）

第
七
条　

同
一
人
が
館
外
で
同
時
に
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
点
字
刊
行
物
等
の
数
は
、
五
点
以
内
と
す
る
。

　

（
館
外
で
の
利
用
の
た
め
の
郵
送
）

第
八
条　

館
外
で
の
利
用
に
供
す
る
点
字
刊
行
物
等
は
、
申
請
に
よ
り
、
郵
送
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２　

館
外
で
利
用
し
た
点
字
刊
行
物
等
の
返
却
は
、
郵
送
に
よ
り
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

（
館
外
利
用
期
間
）

第
九
条　

館
外
で
点
字
刊
行
物
等
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
期
間
（
以
下
「
館
外
利
用
期
間
」
と
い
う
。）
は
、
郵

送
に
よ
る
場
合
の
郵
送
往
復
日
数
を
除
き
、
十
五
日
以
内
と
す
る
。
た
だ
し
、
は
り
、
き
ゅ
う
、
医
学
等
に
関
す
る

専
門
書
に
つ
い
て
は
、
二
十
日
以
内
と
す
る
。

　

（
転
貸
の
禁
止
）

第
十
条　

館
外
で
利
用
し
て
い
る
点
字
刊
行
物
等
は
、
他
人
に
転
貸
し
て
は
な
ら
な
い
。

　

（
館
外
で
利
用
し
た
点
字
刊
行
物
等
の
返
却
）

第
十
一
条　

館
外
利
用
期
間
が
満
了
し
た
と
き
は
、
点
字
刊
行
物
等
を
速
や
か
に
返
却
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２　

指
定
管
理
者
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
館
外
で
点
字
刊
行
物
等
を
利
用
し
て
い
る
者
に
対
し
、
利
用

期
間
中
で
あ
っ
て
も
、
点
字
刊
行
物
等
の
返
却
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

３　

館
外
で
点
字
刊
行
物
等
を
利
用
し
て
い
る
者
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
求
め
が
あ
っ
た
と
き
は
、
速
や
か
に
返
却

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

（
損
傷
及
び
亡
失
の
場
合
の
処
置
）

（1）　 平成20年７月31日　木曜日 宮　　城　　県　　公　　報 号外第37号　　 
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宮城県仙台市青葉区
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第
十
二
条　

条
例
第
九
条
第
二
項
の
損
傷
又
は
亡
失
し
た
も
の
が
点
字
刊
行
物
等
で
あ
る
と
き
は
、
指
定
管
理
者
の
指

示
に
従
い
、
指
定
の
点
字
刊
行
物
等
を
代
納
し
、
若
し
く
は
相
当
の
代
価
を
弁
償
し
、
又
は
修
理
し
て
原
形
に
復
さ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

（
点
字
刊
行
物
等
の
寄
贈
）

第
十
三
条　

指
定
管
理
者
は
、
点
字
刊
行
物
等
の
寄
贈
を
受
け
た
と
き
は
、
そ
の
点
字
刊
行
物
等
の
題
名
、
品
目
、
数

量
及
び
寄
贈
し
た
者
の
名
前
を
知
事
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

（
寄
贈
さ
れ
た
点
字
刊
行
物
等
の
取
扱
い
）

第
十
四
条　

寄
贈
さ
れ
た
点
字
刊
行
物
等
は
、
情
報
セ
ン
タ
ー
が
所
有
す
る
点
字
刊
行
物
等
と
同
一
の
取
扱
い
を
も
っ

て
情
報
セ
ン
タ
ー
内
及
び
館
外
で
の
利
用
に
供
す
る
も
の
と
す
る
。

　

（
委
任
）

第
十
五
条　

こ
の
規
則
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
情
報
セ
ン
タ
ー
の
管
理
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
知
事
が
定
め
る
。

　
　
　

附　

則

 　

（
施
行
期
日
）

１　

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

 　

（
視
覚
障
害
者
情
報
セ
ン
タ
ー
管
理
規
則
の
廃
止
）

２　

視
覚
障
害
者
情
報
セ
ン
タ
ー
管
理
規
則
（
昭
和
三
十
七
年
宮
城
県
規
則
第
八
十
九
号
）
は
、
廃
止
す
る
。

 　

（
経
過
措
置
）

３　

こ
の
規
則
の
施
行
の
際
現
に
前
項
の
規
定
に
よ
る
廃
止
前
の
視
覚
障
害
者
情
報
セ
ン
タ
ー
管
理
規
則
（
以
下
「
旧

規
則
」
と
い
う
。）
の
規
定
に
よ
り
点
字
図
書
等
に
つ
い
て
さ
れ
て
い
る
申
請
、
登
録
及
び
届
出
は
、
こ
の
規
則
の

相
当
規
定
に
よ
り
点
字
刊
行
物
等
に
つ
い
て
さ
れ
た
申
請
、
登
録
及
び
届
出
と
み
な
す
。

４　

こ
の
規
則
の
施
行
の
日
前
に
旧
規
則
の
規
定
に
よ
り
さ
れ
た
点
字
図
書
等
の
寄
託
に
つ
い
て
は
、
そ
の
寄
託
期
間

が
満
了
す
る
ま
で
の
間
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

 
号外第37号　平成20年７月31日　木曜日 宮　　城　　県　　公　　報 （2）

様
式
第
１
号
（
第
４
条
関
係
）

点
字
刊
行
物
等
館
外
利
用
者
名
簿

 　
　

備考

点
字
利
用
区
分

電
話
番
号

登
録日

住
所

郵
便
番
号

性別
年齢

生
年
月
日

氏
名

登
録
番
号



 

　
　
　
　
　
 

　
　
　
　
　

　

温
泉
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
二
十
年
七
月
三
十
一
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
規
則
第
七
十
九
号

　
　
　

温
泉
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

温
泉
法
施
行
細
則
（
平
成
十
二
年
宮
城
県
規
則
第
百
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
三
条
第
三
項
中
「
第
一
条
第
二
項
第
二
号
」
を
「
第
一
条
第
二
項
第
五
号
」
に
改
め
、
同
項
に
次
の
三
号
を
加
え

る
。

　

六　

掘
削
地
周
辺
の
民
家
及
び
公
共
物
件
の
状
況
図

　

七　

掘
削
地
が
あ
る
敷
地
内
に
設
置
す
る
電
気
機
器
の
防
爆
化
の
状
況
を
記
載
し
た
書
類

　

八　

掘
削
の
工
程
表

　

第
三
条
第
四
項
中
「
第
一
条
第
二
項
第
三
号
」
を
「
第
一
条
第
二
項
第
六
号
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
中
「
第
一
条

第
二
項
第
四
号
」
を
「
第
一
条
第
二
項
第
七
号
」
に
改
め
る
。

　

第
三
条
の
二
の
見
出
し
中
「
申
請
書
」
の
下
に
「
等
」
を
加
え
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２　

省
令
第
三
条
第
二
項
第
二
号
の
書
面
は
、
誓
約
書
（
様
式
第
一
号
の
二
）
と
す
る
。

　

第
三
条
の
三
の
見
出
し
中
「
申
請
書
」
の
下
に
「
等
」
を
加
え
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２　

省
令
第
四
条
第
二
項
第
三
号
の
書
面
は
、
誓
約
書
（
様
式
第
一
号
の
二
）
と
す
る
。

　

第
三
条
の
三
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

　

（
掘
削
の
た
め
の
施
設
等
の
変
更
の
許
可
の
申
請
書
）

第
三
条
の
四　

条
例
第
四
条
の
三
第
一
項
の
申
請
書
は
、
掘
削
施
設
等
変
更
許
可
申
請
書
（
様
式
第
一
号
の
五
）
と
す

る
。

　

第
四
条
第
三
項
中
「
第
六
条
第
二
項
第
二
号
」
を
「
第
六
条
第
二
項
第
五
号
」
に
改
め
、
同
項
に
次
の
三
号
を
加
え

る
。七　

増
掘
に
あ
っ
て
は
、
増
掘
を
し
よ
う
と
す
る
場
所
周
辺
の
民
家
及
び
公
共
物
件
の
状
況
図

八　

増
掘
に
あ
っ
て
は
、
増
掘
を
し
よ
う
と
す
る
場
所
が
あ
る
敷
地
内
に
設
置
す
る
電
気
機
器
の
防
爆
化
の
状
況
を

記
載
し
た
書
類

九　

増
掘
に
あ
っ
て
は
、
増
掘
の
工
程
表

　

第
四
条
第
四
項
中
「
第
六
条
第
二
項
第
三
号
」
を
「
第
六
条
第
二
項
第
六
号
」
に
改
め
る
。

　

第
十
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　

（
温
泉
採
取
許
可
の
申
請
書
等
）

（3）　 平成20年７月31日　木曜日 宮　　城　　県　　公　　報 号外第37号　　 
様
式
第
２
号
（
第
４
条
関
係
）

点
字
刊
行
物
等
館
外
利
用
者
名
簿
登
録
申
請
書

　
　
宮
城
県
視
覚
障
害
者
情
報
セ
ン
タ
ー
指
定
管
理
者
　
殿

　
点
字
刊
行
物
等
を
館
外
で
利
用
し
た
い
の
で
，
視
覚
障
害
者
情
報
セ
ン
タ
ー
条
例
施
行
規
則
第
４
条
第
２
項
の
規

定
に
基
づ
き
，
点
字
刊
行
物
等
館
外
利
用
者
名
簿
へ
の
登
録
を
申
請
し
ま
す
。

 
年
　
　
月
　
　
日

現
住
所
（
〒
　
　
－
　
　
　
　
） 

　
 

ふ
り
が
な

氏
　
　
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
　
男
・
女
　
） 

電
　
　
話
 

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
 

生
年
月
日
 

点
字
が
　
（
　
読
め
る
　
　
・
　
　
読
め
な
い
　
） 

　
※
い
ず
れ
か
を
○
で
囲
ん
で
く
だ
さ
い
。



第
十
条　

条
例
第
十
一
条
第
一
項
の
申
請
書
は
、
温
泉
採
取
許
可
申
請
書
（
様
式
第
十
一
号
）
と
す
る
。

２　

省
令
第
六
条
の
二
第
二
項
第
七
号
の
書
面
は
、
誓
約
書
（
様
式
第
十
二
号
）
と
す
る
。

　

第
十
一
条
の
見
出
し
中
「
温
泉
採
取
者
」
を
「
温
泉
採
取
許
可
を
受
け
た
者
」
に
改
め
、
同
条
中
「
温
泉
採
取
者
変

更
届
（
様
式
第
十
二
号
）」
を
「
温
泉
採
取
許
可
変
更
届
（
様
式
第
十
二
号
の
二
）」
に
改
め
、
同
条
の
次
に
次
の
七
条

を
加
え
る
。

　

（
温
泉
採
取
許
可
を
受
け
た
者
で
あ
る
法
人
の
合
併
及
び
分
割
の
承
認
の
申
請
書
等
）

第
十
一
条
の
二　

省
令
第
六
条
の
四
第
一
項
の
申
請
書
は
、
温
泉
採
取
許
可
法
人
合
併
・
分
割
承
認
申
請
書
（
様
式
第

十
二
号
の
三
）
と
す
る
。

２　

省
令
第
六
条
の
四
第
二
項
第
二
号
の
書
面
は
、
誓
約
書
（
様
式
第
十
二
号
）
と
す
る
。

　

（
温
泉
採
取
許
可
を
受
け
た
者
の
相
続
の
承
認
の
申
請
書
等
）

第
十
一
条
の
三　

省
令
第
六
条
の
五
第
一
項
の
申
請
書
は
、
温
泉
採
取
許
可
事
業
継
続
承
認
申
請
書
（
様
式
第
十
二
号

の
四
）
と
す
る
。

２　

省
令
第
六
条
の
五
第
二
項
第
三
号
の
書
面
は
、
誓
約
書
（
様
式
第
十
二
号
）
と
す
る
。

　

（
可
燃
性
天
然
ガ
ス
濃
度
確
認
の
申
請
書
）

第
十
一
条
の
四　

条
例
第
十
二
条
の
二
第
一
項
の
申
請
書
は
、
可
燃
性
天
然
ガ
ス
濃
度
確
認
申
請
書
（
様
式
第
十
二
号

の
五
）
と
す
る
。

　

（
可
燃
性
天
然
ガ
ス
濃
度
確
認
を
受
け
た
者
の
変
更
の
届
出
書
）

第
十
一
条
の
五　

条
例
第
十
二
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
は
、
可
燃
性
天
然
ガ
ス
濃
度
確
認
変
更
届
（
様
式

第
十
二
号
の
六
）
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

　

（
可
燃
性
天
然
ガ
ス
濃
度
確
認
を
受
け
た
者
の
地
位
の
承
継
の
届
出
書
）

第
十
一
条
の
六　

省
令
第
六
条
の
八
第
一
項
の
届
出
書
は
、
可
燃
性
天
然
ガ
ス
濃
度
確
認
承
継
届
（
様
式
第
十
二
号
の

七
）
と
す
る
。

　

（
温
泉
採
取
施
設
等
変
更
許
可
の
申
請
書
）

第
十
一
条
の
七　

条
例
第
十
二
条
の
四
第
一
項
の
申
請
書
は
、
温
泉
採
取
施
設
等
変
更
許
可
申
請
書
（
様
式
第
十
二
号

の
八
）
と
す
る
。

　

（
温
泉
の
採
取
の
事
業
の
廃
止
の
届
出
書
）

第
十
一
条
の
八　

省
令
第
六
条
の
十
一
第
一
項
の
届
出
書
は
、
温
泉
採
取
事
業
廃
止
届
（
様
式
第
十
二
号
の
九
）
と
す

る
。

　

第
十
五
条
の
二
の
見
出
し
中
「
申
請
書
」
の
下
に
「
等
」
を
加
え
、
同
条
中
「
第
八
条
」
を
「
第
八
条
第
一
項
」
に

改
め
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２　

省
令
第
八
条
第
二
項
第
二
号
の
書
面
は
、
誓
約
書
（
様
式
第
十
八
号
の
三
）
と
す
る
。

　

第
十
五
条
の
三
の
見
出
し
中
「
申
請
書
」
の
下
に
「
等
」
を
加
え
、
同
条
中
「
第
九
条
」
を
「
第
九
条
第
一
項
」
に
、

「（
様
式
第
十
八
号
の
三
）」
を
「（
様
式
第
十
八
号
の
四
）」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２　

省
令
第
九
条
第
二
項
第
三
号
の
書
面
は
、
誓
約
書
（
様
式
第
十
八
号
の
三
）
と
す
る
。

　

様
式
第
一
号
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
、

「   

土
地
家
屋
調
査
士

」
を
「又

は
土
地
家
屋
調
査
士

」
に
、「第

４
条
第
１
項
第
３
号
か
ら
第
５
号
ま
で

」
を
「第

４
条
第
１
項
第
４
号
か
ら
第
６
号
ま
で

」
に
、

，
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12　
掘
削
の
計
画
図

13　
設
備
の
配
置
図
及
び
主
要
な
設
備
の
構
造
図

14　
掘
削
の
た
め
の
施
設
の
位
置
，　
構
造
及
び
設
備
並
び
に
掘
削
の
方
法
が
省
令

第
２
条
各
号
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
を
証
明
す
る
書
面

15　
掘
削
地
周
辺
の
民
家
及
び
公
共
物
件
の
状
況
図

16　
掘
削
地
が
あ
る
敷
地
内
に
設
置
す
る
電
気
機
器
の
防
爆
化
の
状
況
を
記
載
し
た

書
類

「

「
12　
掘
削
の
計
画
図
」 

そ
の

他
角

度
方

位
深

さ
口

径

工
事
の
施
行
方
法

 「

°
N
－
　
 °

ｍ
m
m

 」
着
手
の
日
か
ら
　
　
日
以
内

完
了

許
可
の
日
か
ら
　
　
日
以
内

着
手

着
手
及
び

完
了
の
予
定
日

そ
の

他
角

度
方

位
深

さ
口

径

工
事
の
施
行
方
法

 「

°
N
－
　
 °

ｍ
m
m

能
　
力

構
　
造

設
備
名

主
要
な
設
備
の
構
造

及
び
能
力

ｍ
級

や
ぐ
ら

kw
ド
ロ
ー

ワ
ー
ク
ス

kw
主
要
泥
水

ポ
ン
プ

最
高
使
用
圧
力

 
M
P
a

噴
出
防
止

装
置

 」
着
手
の
日
か
ら
　
　
日
以
内

完
了

許
可
の
日
か
ら
　
　
日
以
内

着
手

着
手
及
び

完
了
の
予
定
日

を



に
改
め
る
。

　

様
式
第
一
号
の
二
中
「（第

３
条
及
び
第
４
条
関
係

）」
を
「（第

３
条

 

第
３
条
の
２

第
３
条
の
３

第
４
条
関

係

）」
に
、「第

４
条
第
１
項
第
３
号
か
ら
第
５
号

」
を
「第

４
条
第
１
項
第
４
号
か
ら
第
６
号
ま
で

（掘
削
許
可
等
を

受
け
た
者
の
相
続
の
承
認
を
申
請
す
る
場
合
に
あ
て
は
同
項
第
４
号
又
は
第
５
号

）」
に
改
め
る
。

　

様
式
第
一
号
の
三
中
「第

４
条
第
１
項
第
３
号
か
ら
第
５
号
ま
で

」
を
「第

４
条
第
１
項
第
４
号
か
ら
第
６
号
ま
で

」

に
改
め
る
。

　

様
式
第
一
号
の
四
中
「事

業
の
承
認

」
を
「事

業
の
承
継
の
承
認

」
に
、「第

４
条
第
１
項
第
３
号
か
ら
第
５
号
ま

で

」
を
「第

４
条
第
１
項
第
４
号
又
は
第
５
号

」
に
改
め
、
同
様
式
の
次
に
次
の
一
様
式
を
加
え
る
。

 

，
，

，

っ
，
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」

17　
掘
削
の
工
程
表

18　
省
令
第
１
条
の
２
第
10号
に
規
定
す
る
掘
削
時
災
害
防
止
規
程

19　
暴
噴
防
止
対
策
を
記
載
し
た
書
類

20　
排
水
計
画
書

様
式
第
１
号
の
５
（
第
３
条
の
４
関
係
）

掘
削
施
設
等
変
更
許
可
申
請
書

 
年
　
　
月
　
　
日
　
　

　
宮
城
県
知
事
　
　
　
　
　
殿

　
　
　
　
　
　
　
住
　
所
 
法
人
に
あ
っ
て
は
，
主
 
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
る
事
務
所
の
所
在
地
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
氏
　
名
 
法
人
に
あ
っ
て
は
，
名
 
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
�
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
称
及
び
代
表
者
の
氏
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
下
記
の
と
お
り
掘
削
施
設
等
を
変
更
し
た
い
の
で
，
温
泉
法
第
７
条
の
２
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
申
請
し
ま
す
。

記

���
���

���
���

掘
削
等
の
許
可
の
別

源
泉

の
名

称

地
目

掘
削
地
の
地
番

　
　
年
　
　
　
月
　
　
　
日
　
宮
城
県
（
　
）
指
令
第
　
　
　
号

掘
削

温
泉
掘
削
等
の
許
可

年
月
日
及
び
番
号

　
　
年
　
　
　
月
　
　
　
日
　
宮
城
県
（
　
）
指
令
第
　
　
　
号

増
掘

　
　
年
　
　
　
月
　
　
　
日
　
宮
城
県
（
　
）
指
令
第
　
　
　
号

動
力

変
　
更
　
後

変
　
更
　
前

変
更

事
項

変
更

の
理

由

年
　
　
　
月
　
　
　
日
　
　
　
　
　
　
　

着
手
予
定
年
月
日

年
　
　
　
月
　
　
　
日
　
　
　
　
　
　
　

完
了
予
定
年
月
日

（
注
）
次
に
掲
げ
る
図
書
を
添
付
す
る
こ
と
。

１
　
変
更
に
係
る
設
備
の
配
置
図
及
び
変
更
に
係
る
主
要
な
設
備
の
構
造
図

２
　
変
更
後
の
掘
削
の
た
め
の
施
設
の
位
置
，
構
造
及
び
設
備
並
び
に
掘
削
の
方
法
が
省
令
第
１
条
の
２
各

号
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
を
証
す
る
書
面

３
　
省
令
第
１
条
の
２
第
10号
に
規
定
す
る
掘
削
時
災
害
防
止
規
程
の
変
更
を
伴
う
場
合
に
あ
っ
て
は
，
変

更
後
の
当
該
規
程

４
　
法
人
に
あ
っ
て
は
，
登
記
事
項
証
明
書



 　

様
式
第
二
号
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
、

「５

　

測
量
士

 

土
地
家
屋
調
査
士
が
作
成
し
た
増
掘
の
場
所
を
明
示
し
た
実
測
図

　

６

　

法
第
４
条
第
１
項
第
３
号
か
ら
第
５
号
ま
で
に
該
当
し
な
い
者
で
あ
る
こ
と
の
誓
約
書

　

７

　

温
泉
利
用
の
計
画
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を

　

８

　

増
掘
の
場
所
の
地
籍
図
又
は
公
図
の
写
し

　

９

　

増
掘
の
計
画
図

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

「５

　

設
備
の
配
置
図
及
び
主
要
な
設
備
の
構
造
図

　

６

　

省
令
第
１
条
の
２
第
10   号

に
規
定
す
る
掘
削
時
災
害
防
止
規
程

　

７

　

測
量
士
又
は
土
地
家
屋
調
査
士
が
作
成
し
た
増
掘
の
場
所
を
明
示
し
た
実
測
図

　

８

　

法
第
４
条
第
１
項
第
４
号
か
ら
第
６
号
ま
で
に
該
当
し
な
い
者
で
あ
る
こ
と
の
誓
約
書

，

９
温
泉
利
用
の
計
画
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
改
め
る
。

10
増
掘
の
場
所
の
地
籍
図
又
は
公
図
の
写
し

11
増
掘
の
計
画
図

12
増
掘
の
場
所
周
辺
の
民
家
及
び
公
共
物
件
の
状
況
図

13
増
掘
を
し
よ
う
と
す
る
場
所
が
あ
る
敷
地
内
に
設
置
す
る
電
気
機
器
の
防
爆
化
の
状
況
を

記
載
し
た
書
類

14
増
掘
の
工
程
表

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

　

様
式
第
三
号
中
「 

土
地
家
屋
調
査
士

」
を
「又

は
土
地
家
屋
調
査
士

」
に
、「第

４
条
第
１
項
第
３
号
か
ら
第
５

号
ま
で

」
を
「第

４
条
第
１
項
第
４
号
又
は
第
５
号

（法
人
に
あ

て
は

 

同
項
第
４
号
か
ら
第
６
号
ま
で

）」
に
改

め
る
。

　

様
式
第
六
号
の
二
中
「第

11条
第
２
項

」
の
次
に
「又

は
第
３
項

」
を
加
え
、「同

条
第
２
項

」
を
「法

第
５
条
第
２

項

」
に
改
め
る
。

　

様
式
第
八
号
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に

改
め
る
。

　

様
式
第
十
一
号
及
び
様
式
第
十
二
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

 

，

っ
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住
所

工
事
請
負
人

参
考
事
項

氏
名

 」

着
手
の
日
か
ら
　
　
日
以
内

完
了

許
可
の
日
か
ら
　
　
日
以
内

着
手

着
手
及
び
完
了

の
予
定
日

 「

能
　
力

構
　
造

設
備
名

主
要
な
設
備
の
構
造

及
び
能
力

ｍ
級

や
ぐ
ら

kw
ド
ロ
ー

ワ
ー
ク
ス

kw
主
要
泥
水

ポ
ン
プ

最
高
使
用
圧
力

 
M
P
a

噴
出
防
止

装
置

着
手
の
日
か
ら
　
　
日
以
内

完
了

許
可
の
日
か
ら
　
　
日
以
内

着
手

着
手
及
び
完
了

の
予
定
日

 「

住
所

工
事
請
負
人

参
考
事
項

氏
名

 」

」

（
注
）
次
に
掲
げ
る
図
書
を
添
付
す
る
こ
と
。

１
　
完
了
（
廃
止
）
し
た
と
き
の
温
泉
の
ゆ
う
出
路
，　
動
力
の
装
置
等
の
状
況
を
撮
影
し
た
写
真

２
　
完
了
（
廃
止
）
し
た
と
き
の
温
泉
の
ゆ
う
出
路
，　
動
力
の
装
置
等
の
状
況
を
明
ら
か
に
し
た
図
面

３
　
掘
削
又
は
増
掘
の
場
合
に
あ
っ
て
は
，　
地
質
を
明
ら
か
に
し
た
図

「

」

（
注
１
）
掘
削
又
は
増
掘
の
場
合
に
あ
っ
て
は
，　
次
に
掲
げ
る
図
書
（
可
燃
性
天
然
ガ
ス
の
噴
出
の
お
そ
れ

が
な
い
場
所
で
の
掘
削
及
び
増
掘
に
あ
っ
て
は
，　
１
か
ら
５
ま
で
の
図
書
）
を
添
付
す
る
こ
と
。

１
　
完
了
（
廃
止
）
し
た
と
き
の
温
泉
の
ゆ
う
出
路
，　
動
力
の
装
置
等
の
状
況
を
撮
影
し
た
写
真

２
　
完
了
（
廃
止
）
し
た
と
き
の
温
泉
の
ゆ
う
出
路
，　
動
力
の
装
置
等
の
状
況
を
明
ら
か
に
し
た
図

面

３
　
掘
削
又
は
増
掘
の
場
合
に
あ
っ
て
は
，　
地
質
を
明
ら
か
に
し
た
図

４
　
毎
作
業
日
に
お
け
る
掘
削
口
等
周
辺
の
メ
タ
ン
の
濃
度
の
測
定
結
果

５
　
可
燃
性
天
然
ガ
ス
警
報
設
備
に
よ
る
警
報
の
作
動
状
況

６
　
毎
作
業
日
に
お
け
る
目
視
に
よ
る
可
燃
性
天
然
ガ
ス
の
噴
出
の
兆
候
の
有
無
の
点
検
結
果

７
　
ゆ
う
出
路
の
洗
浄
中
に
お
け
る
可
燃
性
天
然
ガ
ス
の
噴
出
の
兆
候
の
点
検
結
果

（
注
２
）
動
力
装
置
に
あ
っ
て
は
，　
１
及
び
２
の
図
書
を
添
付
す
る
こ
と
。

「



（7）　 平成20年７月31日　木曜日 宮　　城　　県　　公　　報 号外第37号　　 
様
式
第
11号

（
第
10条
関
係
）

温
泉
採
取
許
可
申
請
書

 
年
　
　
月
　
　
日
　
　

　
宮
城
県
知
事
　
　
　
　
　
殿

　
　
　
　
　
　
　
住
　
所
 
法
人
に
あ
っ
て
は
，
主
 
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
る
事
務
所
の
所
在
地
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
氏
　
名
 
法
人
に
あ
っ
て
は
，
名
 
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
�
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
称
及
び
代
表
者
の
氏
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
下
記
の
と
お
り
温
泉
を
採
取
し
た
い
の
で
，
温
泉
法
第
14条
の
２
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
申
請
し
ま
す
。

記

���
���

���
���

温
泉
の
採
取
の
場
所

源
泉

の
名

称

　
　
年
　
　
　
月
　
　
　
日
　
宮
城
県
（
　
）
指
令
第
　
　
　
号

掘
削

温
泉
掘
削
等
の
許
可

年
月
日
及
び
番
号

　
　
年
　
　
　
月
　
　
　
日
　
宮
城
県
（
　
）
指
令
第
　
　
　
号

増
掘

　
　
年
　
　
　
月
　
　
　
日
　
宮
城
県
（
　
）
指
令
第
　
　
　
号

動
力

年
　
　
　
月
　
　
　
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　

温
泉
の
採
取
の

開
始
の
予
定
日

温
泉
を
利
用
す
る

施
設
の
所
在
地

参
考

事
項

施
設
の
名
称

（
注
）
次
に
掲
げ
る
図
書
を
添
付
す
る
こ
と
。

１
　
設
備
の
配
置
図
及
び
主
要
な
設
備
の
構
造
図

２
　
温
泉
の
採
取
の
た
め
の
施
設
の
位
置
，
構
造
及
び
設
備
並
び
に
採
取
の
方
法
が
省
令
第
６
条
の
３
第
１

項
各
号
又
は
第
３
項
各
号
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
を
証
す
る
書
面

３
　
設
備
の
設
置
の
状
況
を
現
し
た
写
真

４
　
メ
タ
ン
の
濃
度
及
び
量
の
測
定
結
果

５
　
省
令
第
６
条
の
３
第
１
項
第
10号
に
規
定
す
る
採
取
時
災
害
防
止
規
程

６
　
法
第
14条
の
２
第
２
項
第
２
号
か
ら
第
４
号
ま
で
に
該
当
し
な
い
者
で
あ
る
こ
と
を
誓
約
す
る
書
面

７
　
法
人
に
あ
っ
て
は
，
登
記
事
項
証
明
書

様
式
第
12号

（
第
10条
，
第
11条
の
２
，
第
11条
の
３
関
係
）

誓
約
書

　
私
（
当
社
）
は
，
温
泉
法
第
14条
の
２
第
２
項
第
２
号
か
ら
第
４
号
ま
で
（
温
泉
採
取
許
可
を
受
け
た
者
の
相
続

の
承
認
を
申
請
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
，
同
項
第
２
号
又
は
第
３
号
）
に
該
当
し
な
い
者
で
あ
る
こ
と
を
誓
約
し
ま

す
。

 
年
　
　
月
　
　
日
　
　

　
宮
城
県
知
事
　
　
　
　
　
殿

　
　
　
　
　
　
　
住
　
所
 
法
人
に
あ
っ
て
は
，
主
 
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
る
事
務
所
の
所
在
地
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
氏
　
名
 
法
人
に
あ
っ
て
は
，
名
 
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
�
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
称
及
び
代
表
者
の
氏
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

���
���

���
���



　

様
式
第
十
二
号
の
次
に
次
の
八
様
式
を
加
え
る
。 

号外第37号　平成20年７月31日　木曜日 宮　　城　　県　　公　　報 （8）
様
式
第
12号

の
２
（
第
11条
関
係
）

温
泉
採
取
許
可
変
更
届

 
年
　
　
月
　
　
日
　
　

　
宮
城
県
知
事
　
　
　
　
　
殿

　
　
　
　
　
　
　
住
　
所
 
法
人
に
あ
っ
て
は
，
主
 
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
る
事
務
所
の
所
在
地
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
氏
　
名
 
法
人
に
あ
っ
て
は
，
名
 
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
�
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
称
及
び
代
表
者
の
氏
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
下
記
の
と
お
り
変
更
し
た
の
で
，
温
泉
法
施
行
条
例
第
12条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
届
け
出
ま
す
。

記

���
���

���
���

温
泉
ゆ
う
出
地
の
地
番

源
泉

の
名

称

年
　
　
　
月
　
　
　
日
　
宮
城
県
（
　
）
指
令
第
　
　
　
号

温
泉
採
取
許
可
の

年
月
日
及
び
番
号

変
　
　
　
更
　
　
　
後

変
　
　
　
更
　
　
　
前

変
更

事
項

変
更

の
理

由

変
更

年
月

日

参
考

事
項

（
注
）
法
人
に
あ
っ
て
は
，
登
記
事
項
証
明
書
を
添
付
す
る
こ
と
。



（9）　 平成20年７月31日　木曜日 宮　　城　　県　　公　　報 号外第37号　　 
様
式
第
12号

の
３
（
第
11条
の
２
関
係
）

温
泉
採
取
許
可
法
人
合
併
・
分
割
承
認
申
請
書

 
年
　
　
月
　
　
日
　
　

　
宮
城
県
知
事
　
　
　
　
　
殿

　
　
　
　
　
　
　
住
　
所
 
法
人
に
あ
っ
て
は
，
主
 
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
る
事
務
所
の
所
在
地
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
氏
　
名
 
法
人
に
あ
っ
て
は
，
名
 
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
�
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
称
及
び
代
表
者
の
氏
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
下
記
の
と
お
り
温
泉
の
採
取
の
許
可
を
受
け
た
者
で
あ
る
法
人
の
（
合
併
・
分
割
）
の
承
認
を
受
け
た
い
の
で
，

温
泉
法
第
14条
の
３
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
申
請
し
ま
す
。記

���
���

���
���

名
称

合
併
に
よ
り
消
滅
す
る

法
人
又
は
分
割
前
の
法
人

主
た
る
事
務
所

の
所
在
地

代
表
者
の

氏
名

名
称

合
併
後
存
続
す
る
法
人

若
し
く
は
合
併
に
よ
り

設
立
さ
れ
る
法
人
又
は

分
割
に
よ
り
温
泉
利
用
の

事
業
を
承
継
す
る
法
人

主
た
る
事
務
所

の
所
在
地

代
表
者
の

氏
名

浴
　
　
用
　
　
　
・
　
　
　
飲
　
　
用

浴
用
・
飲
用
の
別

年
　
　
　
月
　
　
　
日
　
宮
城
県
（
　
）
指
令
第
　
　
　
号

許
可

年
月

日
及

び
番

号

所
在

地

温
泉
採
取
の
場
所

源
泉

名

年
　
　
　
月
　
　
　
日

合
併
又
は
分
割
の

予
定

年
月

日

（
注
）
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
す
る
こ
と
。

　
　
１
　
合
併
契
約
書
又
は
分
割
計
画
書
若
し
く
は
分
割
契
約
書
の
写
し

２
　
申
請
者
が
法
第
14条
の
２
第
２
項
第
２
号
か
ら
第
４
号
ま
で
に
該
当
し
な
い
者
で
あ
る
こ
と
を
誓
約
す

る
書
面

様
式
第
12号

の
４
（
第
11条
の
３
関
係
）温
泉
採
取
許
可
事
業
継
続
承
認
申
請
書

 
年
　
　
月
　
　
日
　
　

　
宮
城
県
知
事
　
　
　
　
　
殿

住
　
所
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

氏
　
名
　
　
　
　
　
　
　
�
　
　
　
　
　
　
　
　

　
下
記
の
と
お
り
温
泉
の
採
取
の
事
業
の
承
継
の
承
認
を
受
け
た
い
の
で
，
温
泉
法
第
14条
の
４
第
１
項
の
規
定
に

よ
り
申
請
し
ま
す
。

記

被
相
続
人
と
の
続
柄

住
所

被
相

続
人

氏
名

年
　
　
　
月
　
　
　
日
　
宮
城
県
（
　
）
指
令
第
　
　
　
号

許
可
年
月
日
及
び
番
号

所
在
地

温
泉
の
採
取
の
場
所

源
泉
名

年
　
　
　
月
　
　
　
日

相
続
開
始
の
日

（
注
）
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
す
る
こ
と
。

１
　
被
相
続
人
の
戸
籍
謄
本

２
　
相
続
人
が
２
人
以
上
あ
る
場
合
に
お
い
て
，
そ
の
全
員
の
同
意
に
よ
り
温
泉
を
採
取
す
る
事
業
を
承
継

す
べ
き
相
続
人
と
し
て
選
定
さ
れ
た
者
に
あ
っ
て
は
，
そ
の
全
員
の
同
意
書

３
　
申
請
者
が
法
第
14条
の
２
第
２
項
第
２
号
又
は
第
３
号
に
該
当
し
な
い
者
で
あ
る
こ
と
を
誓
約
す
る
書

面



号外第37号　平成20年７月31日　木曜日 宮　　城　　県　　公　　報 （10）
様
式
第
12号

の
５
（
第
11条
の
４
関
係
）

可
燃
性
天
然
ガ
ス
濃
度
確
認
申
請
書

 
年
　
　
月
　
　
日
　
　

　
宮
城
県
知
事
　
　
　
　
　
殿

　
　
　
　
　
　
　
住
　
所
 
法
人
に
あ
っ
て
は
，
主
 
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
る
事
務
所
の
所
在
地
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
氏
　
名
 
法
人
に
あ
っ
て
は
，
名
 
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
�
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
称
及
び
代
表
者
の
氏
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
下
記
の
と
お
り
可
燃
性
天
然
ガ
ス
濃
度
の
確
認
を
受
け
た
い
の
で
，
温
泉
法
第
14条
の
５
第
１
項
の
規
定
に
よ
り

申
請
し
ま
す
。

記

���
���

���
���

温
泉
の
採
取
を

行
お
う
と
す
る
場
所

源
泉
の
名
称

年
　
　
　
月
　
　
　
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　

温
泉
の
採
取
の

開
始
の
予
定
日

年
　
　
　
月
　
　
　
日
　
宮
城
県
（
　
）
指
令
第
　
　
　
号

掘
削

掘
削

等
の

許
可
年
月
日

及
び

番
号

年
　
　
　
月
　
　
　
日
　
宮
城
県
（
　
）
指
令
第
　
　
　
号

増
掘

年
　
　
　
月
　
　
　
日
　
宮
城
県
（
　
）
指
令
第
　
　
　
号

動
力

測
定
日

メ
タ
ン
の
濃
度
の
測
定

測
定
場
所

別
添
の
と
お
り

測
定
結
果

方
法

測
定
を

行
っ
た
者

（
注
）
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
す
る
こ
と
。

　
　
１
　
温
泉
の
採
取
の
場
所
の
状
況
を
現
し
た
写
真

　
　
２
　
メ
タ
ン
の
濃
度
の
測
定
の
実
施
状
況
を
現
し
た
写
真

様
式
第
12号

の
６
（
第
11条
の
５
関
係
）

可
燃
性
天
然
ガ
ス
濃
度
確
認
変
更
届

 
年
　
　
月
　
　
日
　
　

　
宮
城
県
知
事
　
　
　
　
　
殿

　
　
　
　
　
　
　
住
　
所
 
法
人
に
あ
っ
て
は
，
主
 
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
る
事
務
所
の
所
在
地
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
氏
　
名
 
法
人
に
あ
っ
て
は
，
名
 
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
�
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
称
及
び
代
表
者
の
氏
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　　
下
記
の
と
お
り
変
更
し
た
い
の
で
，
温
泉
法
施
行
条
例
第
12条
の
３
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
届
け
出
ま
す
。

記

���
���

���
���

温
泉
ゆ
う
出
地
の
地
番

源
泉
の
名
称

年
　
　
　
月
　
　
　
日
　
宮
城
県
（
　
）
指
令
第
　
　
　
号

確
認
年
月
日
及
び
番
号

 変
　
　
　
更
　
　
　
後

 変
　
　
　
更
　
　
　
前

変
更

事
項

変
更
の
理
由

年
　
　
　
月
　
　
　
日

変
更
年
月
日

参
考

事
項

（
注
）
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
す
る
こ
と
。

１
　
法
人
の
名
称
，
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
又
は
代
表
者
を
変
更
し
た
場
合
に
あ
っ
て
は
，
登
記
事
項
証

明
書

　
　
２
　
温
泉
ゆ
う
出
地
の
地
番
を
変
更
し
た
場
合
に
あ
っ
て
は
，
登
記
事
項
証
明
書



（11）　 平成20年７月31日　木曜日 宮　　城　　県　　公　　報 号外第37号　　 
様
式
第
12号

の
７
（
第
11条
の
６
関
係
）

可
燃
性
天
然
ガ
ス
濃
度
確
認
承
継
届

 
年
　
　
月
　
　
日
　
　

　
宮
城
県
知
事
　
　
　
　
　
殿

　
　
　
　
　
　
　
住
　
所
 
法
人
に
あ
っ
て
は
，
主
 
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
る
事
務
所
の
所
在
地
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
氏
　
名
 
法
人
に
あ
っ
て
は
，
名
 
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
�
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
称
及
び
代
表
者
の
氏
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　　
下
記
の
と
お
り
可
燃
性
天
然
ガ
ス
濃
度
確
認
を
受
け
た
者
の
地
位
を
承
継
し
た
の
で
，
温
泉
法
第
14条
の
６
第
２

項
の
規
定
に
よ
り
届
け
出
ま
す
。

記

���
���

���
���

住
所

確
認
を
受
け
た
者
の
住

所
及
び
氏
名
（
法
人
に

あ
っ
て
は
，
主
た
る
事

務
所
の
所
在
地
，
名
称

及
び
代
表
者
の
氏
名
）
氏

名

年
　
　
　
月
　
　
　
日

確
認
を
受
け
た
年
月
日

所
在
地

温
泉
の
採
取
の
場
所
源
泉
の

名
　
称

年
　
　
　
月
　
　
　
日

地
位
を
承
継
し
た
日

相
続
に
あ
っ
て
は

被
相
続
人
と
の
続
柄

参
考

事
項

（
注
１
）
事
業
の
全
部
の
譲
渡
の
場
合
に
あ
っ
て
は
，
譲
渡
に
関
す
る
契
約
書
の
写
し
を
添
付
す
る
こ
と
。

（
注
２
）
相
続
の
場
合
に
あ
っ
て
は
，
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
す
る
こ
と
。

１
　
被
相
続
人
の
戸
籍
謄
本

２
　
相
続
人
が
２
人
以
上
あ
る
場
合
に
お
い
て
，
そ
の
全
員
の
同
意
に
よ
り
温
泉
の
採
取
の
事
業
を
承
継

す
べ
き
相
続
人
と
し
て
選
定
さ
れ
た
者
に
あ
っ
て
は
，
そ
の
全
員
の
同
意
書

（
注
３
）
合
併
又
は
分
割
の
場
合
に
あ
っ
て
は
，
合
併
契
約
書
又
は
分
割
計
画
書
若
し
く
は
分
割
契
約
書
の
写
し

を
添
付
す
る
こ
と
。

様
式
第
12号

の
８
（
第
11条
の
７
関
係
）

温
泉
採
取
施
設
等
変
更
許
可
申
請
書

 
年
　
　
月
　
　
日
　
　

　
宮
城
県
知
事
　
　
　
　
　
殿

　
　
　
　
　
　
　
住
　
所
 
法
人
に
あ
っ
て
は
，
主
 
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
る
事
務
所
の
所
在
地
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
氏
　
名
 
法
人
に
あ
っ
て
は
，
名
 
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
�
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
称
及
び
代
表
者
の
氏
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　　
下
記
の
と
お
り
温
泉
採
取
施
設
等
を
変
更
し
た
い
の
で
，
温
泉
法
第
14条
の
７
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
申
請
し
ま

す
。

記

���
���

���
���

温
泉
の
採
取
の
場
所

源
泉
の
名
称

年
　
　
　
月
　
　
　
日
　
宮
城
県
（
　
）
指
令
第
　
　
　
号

温
泉
の
採
取
許
可

年
月
日
及
び
番
号

 変
　
　
　
更
　
　
　
後

 変
　
　
　
更
　
　
　
前

変
更

事
項

変
更
の
理
由

年
　
　
　
月
　
　
　
日

変
更
後
の
工
事
の

着
手
予
定
年
月
日

年
　
　
　
月
　
　
　
日

変
更
後
の
工
事
の

完
了
予
定
年
月
日

（
注
）
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
す
る
こ
と
。

１
　
変
更
に
係
る
設
備
の
配
置
図
及
び
変
更
に
係
る
主
要
な
設
備
の
構
造
図
  

２
　
変
更
後
の
温
泉
の
採
取
の
た
め
の
施
設
の
位
置
，
構
造
及
び
設
備
並
び
に
採
取
の
方
法
が
省
令
第
６
条

の
３
第
１
項
各
号
又
は
第
３
項
各
号
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
を
証
す
る
書
面

３
　
変
更
に
係
る
設
備
の
変
更
前
の
状
況
を
写
し
た
写
真

４
　
省
令
第
６
条
の
３
第
１
項
第
10号
に
規
定
す
る
採
取
時
災
害
防
止
規
程
の
変
更
を
伴
う
場
合
に
あ
っ
て

は
，
変
更
後
の
当
該
規
程

５
　
法
人
に
あ
っ
て
は
，
登
記
事
項
証
明
書



　

様
式
第
十
八
号
の
三
を
様
式
第
十
八
号
の
四
と
し
、
様
式
第
十
八
号
の
二
の
次
に
次
の
一
様
式
を
加
え
る
。
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様
式
第
12号

の
９
（
第
11条
の
６
関
係
）

温
泉
採
取
事
業
廃
止
届

 
年
　
　
月
　
　
日
　
　

　
宮
城
県
知
事
　
　
　
　
　
殿

　
　
　
　
　
　
　
住
　
所
 
法
人
に
あ
っ
て
は
，
主
 
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
る
事
務
所
の
所
在
地
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
氏
　
名
 
法
人
に
あ
っ
て
は
，
名
 
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
�
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
称
及
び
代
表
者
の
氏
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
下
記
の
と
お
り
温
泉
の
採
取
の
事
業
を
廃
止
し
た
の
で
，
温
泉
法
第
14条
の
８
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
届
け
出
ま

す
。

記

���
���

���
���

温
泉
の
採
取
の
場
所

年
　
　
　
月
　
　
　
日

温
泉
採
取
許
可
又
は

可
燃
性
天
然
ガ
ス
濃
度

確
認
を
受
け
た
日

年
　
　
　
月
　
　
　
日

温
泉
の
採
取
の

事
業
の
廃
止
の
日

温
泉
採
取
許
可
を

受
け
た
者
に
あ
っ
て
は
，

温
泉
の
ゆ
う
出
路
の

埋
戻
し
の
状
況

源
泉
の
名
称

参
考

事
項

宮
城
県
（
　
）
指
令
第
　
　
　
号

温
泉
採
取
許
可

又
は
確
認
の
番
号

（
注
）
温
泉
採
取
許
可
を
受
け
た
者
に
あ
っ
て
は
，
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
す
る
こ
と
。

１
　
温
泉
の
ゆ
う
出
路
の
埋
戻
し
の
状
況
を
表
示
し
た
図
面

２
　
温
泉
の
ゆ
う
出
路
の
埋
戻
し
の
状
況
を
現
し
た
写
真



　
　
　

附　

則

　

（
施
行
期
日
）

１　

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
十
一
条
の
次
に
七
条
を
加
え
る
改
正
規
定

（
第
十
一
条
の
四
か
ら
第
十
一
条
の
六
ま
で
に
係
る
部
分
に
限
る
。）及
び
様
式
第
十
二
号
の
次
に
八
様
式
を
加
え
る

改
正
規
定
（
様
式
第
十
二
号
の
五
か
ら
様
式
第
十
二
号
の
七
ま
で
に
係
る
部
分
に
限
る
。）
は
、
平
成
二
十
年
八
月

一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

（
経
過
措
置
）

２　

改
正
前
の
温
泉
法
施
行
細
則
の
規
定
に
よ
る
諸
様
式
で
取
扱
い
上
著
し
く
支
障
の
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
当
分

の
間
、
改
正
後
の
温
泉
法
施
行
細
則
の
規
定
に
よ
る
も
の
と
み
な
す
。

　
　
　
　
　
 

　
　
　
　
　

　

港
湾
施
設
管
理
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
二
十
年
七
月
三
十
一
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
規
則
第
八
十
号

　
　
　

港
湾
施
設
管
理
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

港
湾
施
設
管
理
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
八
年
宮
城
県
規
則
第
二
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

題
名
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　
　
　

港
湾
施
設
等
管
理
条
例
施
行
規
則

　

第
一
条
中
「
港
湾
施
設
管
理
条
例
」
を
「
港
湾
施
設
等
管
理
条
例
」
に
改
め
る
。

　

第
六
条
第
一
項
の
表
レ
ジ
ャ
ー
用
小
型
船
舶
物
揚
場
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

　

第
七
条
中
「
港
湾
施
設
」
を
「
港
湾
施
設
等
」
に
改
め
る
。

　

第
九
条
中
「
レ
ジ
ャ
ー
用
小
型
船
舶
物
揚
場
」
の
下
に
「
及
び
レ
ジ
ャ
ー
用
小
型
船
舶
暫
定
係
留
施
設
」
を
加
え
る
。

　

第
十
二
条
た
だ
し
書
中
「
レ
ジ
ャ
ー
用
小
型
船
舶
物
揚
場
」
の
下
に
「
又
は
レ
ジ
ャ
ー
用
小
型
船
舶
暫
定
係
留
施
設
」

を
加
え
る
。

　

第
十
五
条
中
「
港
湾
施
設
」
を
「
港
湾
施
設
等
」
に
改
め
る
。

　

様
式
第
四
号
中
「レ

ジ

 
 

用
小
型
船
舶
物
揚
場
使
用
許
可
申
請
書

（更
新

）」
を
「レ

ジ

 
 

用
小
型
船
舶
物
揚

場

（暫
定
係
留
施
設

）使
用
許
可
申
請
書

（更
新

）」
に
、

「（注

）

※
印
の
欄
は
記
入
し
な
い
で
く
だ
さ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
を

ャ
ー

ャ
ー

。

（13）　 平成20年７月31日　木曜日 宮　　城　　県　　公　　報 号外第37号　　 
様
式
第
18号

の
３
（
第
15条
の
２
，
第
15条
の
３
関
係
）誓
約
書

　
　
私
（
当
社
）
は
，
温
泉
法
第
15条
第
２
項
各
号
に
該
当
し
な
い
者
で
あ
る
こ
と
を
誓
約
し
ま
す
。

年
　
　
月
　
　
日
　
　

　
　
宮
城
県
知
事
　
　
　
　
　
殿

　
　
　
　
　
　
　
住
　
所
 
法
人
に
あ
っ
て
は
，
主
 
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
る
事
務
所
の
所
在
地
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
氏
　
名
 
法
人
に
あ
っ
て
は
，
名
 
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
�
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
称
及
び
代
表
者
の
氏
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

���
���

���
���

レ
ジ
ャ
ー
用
小
型
船
舶
暫
定
係
留
施
設 

様　

式　

第　

四　

号



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
改
め
る
。

　
　
　

附　

則

　

（
施
行
期
日
）

１　

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
年
八
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

（
経
過
措
置
）

２　

改
正
前
の
様
式
第
四
号
に
よ
る
許
可
申
請
は
、
当
分
の
間
、
改
正
後
の
様
式
第
四
号
に
よ
る
も
の
と
み
な
す
。　

号外第37号　平成20年７月31日　木曜日 宮　　城　　県　　公　　報 （14）

」

（
注
）　
※
印
の
欄
は
記
入
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

添
付
書
類
　

住
民
票
（
申
請
者
が
法
人
の
場
合
は
法
人
の
登
記
事
項
証
明
書
），
小
型
船
舶
操
縦
免
許
証
の
写
し
，

船
舶
操
縦
者
指
定
書
（
申
請
者
が
法
人
の
場
合
又
は
申
請
者
が
小
型
船
舶
操
縦
免
許
証
を
所
有
し
て

い
な
い
場
合
に
限
る
。），
船
舶
検
査
手
帳
の
写
し
，
船
舶
検
査
証
書
の
写
し
，
当
該
レ
ジ
ャ
ー
用
小

型
船
舶
の
占
有
権
又
は
使
用
権
を
証
す
る
書
類
又
は
そ
の
写
し
（
申
請
者
が
当
該
レ
ジ
ャ
ー
用
小
型

船
舶
の
所
有
権
を
有
し
な
い
場
合
に
限
る
。）
そ
の
他
知
事
が
必
要
と
認
め
る
書
類

「


